
    遊 び の す す め 

 

 子どもたちは遊ぶことが大好きです。でも、安全な遊ぶ場所が少ないし、遊ぶ仲間も少ない

時代になってしまってかわいそうですね。だから、家の中でゲームをしたりする子が多くなって

きました。このような社会では、健全な子どもの成長は難しいと思います。子ども時代にしっか

りと遊ぶことによって、人と人との関係を自然と学び取る体験をし、思いやりなど豊かな感性を

身につけていくことができるのです。 

 わたしの家の近くに公園があるのですが、子どもたちのはしゃぐ声を聴き、元気に遊ぶ様子を

見ていると「いいもんだなあ」とほほえましくなってきます。 

 遊んでいるとこけたりして怪我もするでしょう。仲間が寄ってきて世話をしたり、励ましたり

しています。また、言い合いになったりして喧嘩も起こります。すねて帰ってしまう子もいます。

でも、子どもの喧嘩は「ごめんよ」の一言で仲直りして一緒に遊んでいます。子ども同士で起き

たことは、大人が中に入るとうまくいきません。見守っていればいいと思います。 

親は、子どもの訴えをまともに聞いてはいけないのです。自分の悪いことは言いません。喧嘩

は意見の衝突から起こるのだから、五分五分と考えて接していけばいいでしょう。 

子どもには、喧嘩をするくらいの元気さが欲しいと思っています。けれども、喧嘩をしても「相

手を傷つけるようなことは、絶対にしてはいけないこと」「相手の気持ちを害するような言葉を

使わないこと」この二点を厳しく言っておくことは大切ですね。 

子どもを取り巻く環境は、遊びを奪っています。安全で安心できる広場がもっと多くできるよ

うにして欲しいですね。学校や幼稚園、保育所など運動場を開放したら、子どもの遊び場が確保

できると思います。のびのびと子どもたちが遊べるように大人が知恵を出し合っていきたいもの

ですね。 

    ※コロバクラブには、遊ぶための仲間と場所があります。 

宿題やいろいろな体験活動もありますが、学年を 

超えた子ども同士の自由遊びの時間をこれからも 

大切にしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２０１４．３．１  Ｎo．１７ 

発行 沖洲放課後クラブ(愛称ｺﾛﾊﾞｸﾗﾌﾞ) 

〒770-0874 徳島市南沖洲 1－3－4  

TEL&FAX 088-664-2875 携帯 090-7626-5643   

メール katohiroko@fm2.seikyou.ne.jp 

コロバクラブ副会長 岩見 宏康 

mailto:メール　katohiroko@fm2.seikyou.ne.jp


《今年も楽しく活動できました！》 月曜日のコロバスペシャル 

特別な支援が必要な子どもたちのための少人数の

ソーシャルスキルグループ学習（コロバスペシャル）

は、今年最終的に沖洲小、福島小、城東小、千松小、

内町小のお友だち８名と保護者８名と大学生ボラン

ティア３名の総勢 19 名の大所帯になりました。 

そして、みんながとっても仲良し家族になりまし

た。自己有用感を高め、コミニケーションスキルを

高める集団ゲームは、大人にとってもアルツハイマ

ーを防ぐよい脳トレになっています。 

後期のソーシャルスキル学習例 

・言葉のふしぎ  ・上手な頼み方＆断り方 

・自分の体と話そう  ・フリをする力＆リハーサルの力＆モデリングの力  

・卒業進級おめでとう会（フォンジュたこ焼きとｼﾙｴｯﾄｸｲｽﾞ,親は誰だゲーム） 

 

 

《コロバクラブの活動日記から①》 「クリスマス生け花にチャレンジ」 

 

クリスマス間近の 12 月 6 日、野地美和子先生をお迎え

して、一人一人が各自のオアシスに自分の思いを表現しま

した。野地先生がたくさんの材料を準備下さった上に熱意

あふれるご指導をして下さったので、誰もが素敵な作品を

仕上げました。先生は、年間計画作成会にもご参加下さり、

来年度 春のお茶会、秋のお茶会、クリスマス生け花もご

指導下さることになりました。とても楽しみです。 
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 《コロバの活動日記から②》  

『日本一の 紙飛行機に チャレンジ』 

徳島市には、世界に通用するような素晴らしい先生方が

たくさん住ん

でおられます

が、太田周造先

生もそのお一

人。独学でコツコツ研究されて、独自の紙飛行機の作

り方をあみだされ、コロバの子どもたちにご指導下さ

いました。みんな初めて見る珍しい折り方に興味深々。

難しいところは、高学年のお友だちに手伝ってもらっ

て、早速、夜空に飛ばしました。 

 

《コロバの活動日記から③》ダンボールの基地作り! 

 異年齢のよさを存分に味わえる活動は、ダンボールの基地作り。6 年生は、みんなが活動に参

加でき、みんなの思いが形になるよう「A 君これでいい。B ちゃん、ここ持って。」と上手にリ

ーダーシップを取っていました。コロ

バは、低学年からの参加も楽しいです

が、本当にその醍醐味が味わえるのは

高学年になってから。みんな悩みなが

ら、自分のことを内省しながら、よい

リーダーに育っていきます。 
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ダンボールの基地作りは、難しくて何度もく

じけそうになりました。でも、みんなのアイ

デアを出し合って、完成したときまるで本物

の家の家族のようでした。こわすのは初めは

ちょっと辛かったけど、でもストレス発散に

なりました。（笑） 



進級卒業おめでとう会の平先生あやな先生と 

6年生、みなさん本当にお世話になりました！ 

岩見先生が竹のペン立てを教えてくれました。 ※この小冊子は、大同生命の助成金により作成しました。 

《真衣先生のお話》 

子どもたちが力を合わせていどむクリスマスパーティーなどのお楽しみ会は、毎回新

しいアイデアがどんどん出てきて、自分のアイデアを形にしようとする子どもたちの

行動力に驚きます。毎回盛りだくさんで準備も大変な思いをしていますが、みんなすご

く楽しそうで、片付けが終わっても興奮がさめません。そんな子どもたちのエネルギーを

最大限発揮できるコロバは、子どもたちにとってとても大切な場所なのだなと思います。

私も子どもたちと一緒に活動できてとても幸せでした。ありがとうございました。 

 

《彩菜先生のお話》 

コロバクラブでのボランティアを通し、子

どもたちの成長を見届けることができ、喜び

一杯の 4 年間でした。子どもたちと一緒に笑

い合い、喜び合うことができ、私も元気をた

くさんもらいました。これからも仲良く助け

合いながらコロバクラブでの活動で様々な

ことを学んでもらいたいと思います。本当に

お世話になりました。 

 

《平先生のお話》 

徳島大学に入学してから、すぐこのコロバ

クラブと出会って、加戸先生へお電話を差し上

げたことを今でも覚えています。長いようで、

とても短く、短いようで、とても長く感じた 

4 年間ではありましたが、コロバクラブで出会ったお子様たちや保護者の皆様、しいては家庭教

師でもお世話になったこと全てに感謝しています。子どもたちと関わる中で自分自身も成長し、

多くのことを学ばせてもらいました。こちらで経験したことや学んだことを胸に前へ未来へと人

生を歩んでいきます。「コロバクラブ ステキさ！こんないいところはない！！by ひら先生」 

 

《香菜実先生のお話》 

  月曜日は、1 週間の始まりでなかなかやる気が出ない私ですが、コロバへ来ると子どもたち

からたくさんエネルギーをもらうことができました。この 1 年間でコロバの子どもたちは心も体

も大きく成長したと思います。そんな貴重な時間を一緒に過ごすことができ、とても嬉しく思っ

ています。私はまだ来年度もコロバヘ来るつもりでいますので、また、これからもよろしくお願

いします。 

《保護者のお話》 

 加戸先生始めスタッフの先生方には

大変お世話になりました。親子でたく

さんの経験をさせていただきました。

特に発表は、子どもにとって挨拶や気

持ちを伝えることなどとても良い経験

だったと思います。（K.Y.） 

保護者の感想 

・2人ともいつも金曜日のコロバを楽しみにしています。

学年が違ってもみんなでとても仲良く過ごせるようにな

り感謝しています。いろんなことに挑戦する心が育って

きているのが､親としては嬉しいです。 

・今年から１年生になった娘はコロバに参加するのを楽

しみにしていました。今まではお兄ちゃんのおまけ的存

在でしたが、今年からは自分も本格的に仲間に入り、色々

な体験ができるからです。人任せにせず自分でやってみ

るという事を体験できるのは有難いです。 


